
 

〔三級二輪自動車〕 

 

奥付：第九版から第十版で変更した箇所 (令和 2年 3月) 

頁 箇 所 内 容 

23 

上から 4 行目 

(傍線部分を削除し、

網掛け部分のように

変更) 

され，シリンダ内を往復して，シリンダ内に容積が変化する気密燃焼室を形成し，この気密

燃焼室内で燃焼によって 

図Ⅰ-11-(2) 図中の『気密室』を『燃焼室』に変更 

27 
下から 8 行目 

(傍線部分を削除) 
ンク・ピン部には，表面硬化処理加工を施して耐摩耗性を向上させている。 

30 
上から 5 行目 

(傍線部分を削除) 

カムシャフトは，一般に，炭素鋼の鍛造品で，カム面に表面硬化処理加工を施して耐摩耗

性を高めている。 

107 

上から 5～8 行目 

(傍線部分を削除し、

網掛け部分のように

変更) 

量の大きなマグネット・スイッチスタータ・リレーが使用されている。 

 マグネット・スイッチスタータ・リレーには，プランジャとプランジャを作動させるため

のコイルが組み込まれており，スタータ・スイッチを ON にすると，バッテリからの電流は，

ヒューズ，イグニション・スイッチ，スタータ・スイッチを経由し，マグネット・スイッチ

スタータ・リレーのコイルに流れ，磁力によってプランジャが図の矢印の方向に引 

図Ⅱ-9 図中の『マグネット・スイッチ』を『スタータ・リレー』に変更 

 



〔三級二輪自動車〕 

 

奥付：第八版から第九版で変更した箇所 (平成 27年 4月) 

頁 箇 所 内 容 

55 

上から 3 行目 

(傍線部分を削除し，

網掛け部分のように

変更) 

 

ジン・オイル)や吸入空気などの温度変化により抵抗特性値 

119 

下から 2 行目 

(傍線部分を削除し，

網掛け部分のように

変更) 

また，単独での点滅灯を乗車状態で行えるものであってはならないもので，テール・ラン

プ回路に結線され 

122 図Ⅵ－3 

図中の正弦波の形状の変更 

（変更後）                （変更前） 

134 
下から 10行目 

(網掛け部分を追加) 

国自動車技術者協会)粘度分類が広く用いられている。この分類は，表Ⅱ－1のとおりであ

り，粘度番号の大 

135 
頁最下部 

(網掛け部分を追加) 

(注)ILSAC とは，International
イ ン タ ー ナ シ ョ ナ ル

 Lubricant
ル ブ リ カ ン ツ

 Standardization
スタンダーディゼーション

 and
アンド

 Approval
アプルーバァル

 Committee
コ ミ ッ テ ィ

 国

際潤滑油標準化認証委員会の略。国際潤滑油標準化認証委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



〔三級二輪自動車〕 

 

奥付：第七版から第八版で変更した箇所 (平成 25年 4月) 

頁 箇 所 内 容 

134 

下から 11行目 

(傍線部分を削除し，網

掛け部分のように変

更) 

ソサイアエティ オブ 

エンジン・オイルを粘度により分類する方法にはいろいろあるが，SAE(Society of ～ 

135 

上から 4 行目 

(傍線部分を削除し，網

掛け部分のように変

更) 

アソシアエーション     デ 

では，1996年 1月 1日より ACEA(Association des ～ 

136 

上から 5～6 行目 

(傍線部分を削除し，網

掛け部分のように変更

及び追加) 

ッチの滑り及びトランスミッションのギヤの耐久性低下などの不具合が発生するように

なった。このため， 1998年に公益社団法人自動車技術会(Society of Automotive Engineers 

of Japan)によって，1998年に「二輪自動車-4サ 

下から 2 行目 

(傍線部分を削除し，網

掛け部分のように変

更) 

(注 1)JASO とは，Japanese
ジ ャ パ ニ ー ズ

 Automotive
オートモーティブ

 Standards
ス タ ン ダ ー ズ

 Organization
オ ー ガ ニ ゼ ー シ ョ ン

(日本自動車技術会団体

規格)の略である。 

 

ソ

ソサイアエティ オブ  オートモーティブ    エンジニアーズ 

 
ソ

オブ  ジャパン 



奥付：第六版から第七版で変更した箇所 (平成 24年 5月) 

頁 箇 所 内 容 

29 図Ⅰ-30 図中の『チェーン・ガイド』を『カム・チェーン・ガイド』に名称変更 

52 図Ⅵ-2 図中の『プランジャ』と『ニードル・バルブ』の名称を入れ替え 

79 図Ⅲ-1 図中の『アンダ・ブラケット』を『ロアー・ブラケット』に名称変更 

80 

上から 3 行目 

(傍線部分を削除し，

網掛け部分のように

変更) 

ヘッド・パイプ，ハンドル回転軸(アンダロアー・ブラケット 

図Ⅲ-3 図中の『アンダ・ブラケット』を『ロアー・ブラケット』に名称変更 

118 

下から 5 行目 

(傍線部分を削除し，

網掛け部分のように

変更) 

メーンイグニション・スイッチを ONにすると，～ 

下から 2 行目 

(傍線部分を削除し，

網掛け部分のように

変更) 

なお，ヘッドランプの点灯は，エンジンを始動したときに点灯するものと，メーンイグニシ

ョン・スイッチを ONにす 

図Ⅴ-4 図中の『メーン・スイッチ』を『イグニション・スイッチ』に名称変更 

119 

上から 4～5 行目 

(傍線部分を削除) 

電気回路としては，図Ⅴ-4 のようにライト・スイッチに結線されており，このスイッチ操

作により点灯できるようになっている。 

図Ⅴ-6 図中の『メーン・スイッチ』を『イグニション・スイッチ』に名称変更 

126 

上から 8～9 行目 

(傍線部分を削除) 

(イ) ライト・スイッチ及びディマ・スイッチの操作具合の点検 

ライト・スイッチ及びディマ・スイッチを操作したとき，～ 

上から 18行目 

(傍線部分を削除し，

網掛け部分のように

変更) 

ⅴ) ライトディマ・スイッチの不良。 

127 

上から 4 行目 

(傍線部分を削除) 

ⅲ) ヒューズ，ランプ・ソケット，ディマ・スイッチ，ライト・スイッチ，バッテリ端子

の接触不良。 

上から 10行目 

(傍線部分を削除) 
ライト・スイッチを操作したとき，ヘッドランプの点灯と同時に～ 

上から 13行目 

(傍線部分を削除) 
ⅰ)  ライト・スイッチ，ヒューズ・ホルダ，ランプ・ソケット，～ 

144 

下から 4～3 行目 

(傍線部分を削除し，

網掛け部分のように

変更) 

は，図Ⅲ-3 のようにステアリング・アッパ・ブラケットの締め付け部をすべて緩めた後に

ステアリング・ステム・回転軸の取り付けナットを回して行う。 

図Ⅲ-3 

・ 図の名称を『ステアリング・ステム・ナットの調整』から『回転軸の取り付けナットの調整』に変更 

・ 図中の『ステアリング・アッパ・ブラケット』を『アッパ・ブラケット』に名称変更 

・ 図中の『ステアリング・ステム・ナット・レンチ』を『レンチ』に名称変更 

145 

上から 4 行目 

(傍線部分を削除し，

網掛け部分のように

変更) 

ステアリング・ステムロアー・ブラケット及び回転軸の取り付け状態については，ステアリ

ング・ステムの取り付けボルト及び～ 

上から 6 行目 

(傍線部分を削除し，

網掛け部分のように

変更) 

ステアリング・ステム回転軸の軸受け部のがたについては，～ 
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